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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

NCK2

NCK2; GRB4; Cytoplasmic protein NCK2; Growth factor receptor-bound protein 4; NCK
adaptor protein 2; Nck-2; SH2/SH3 adaptor protein NCK-beta
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、NCKファミリーのアダプタータンパク質のメンバーをコードしています。このタンパク質は3つのSH3ドメインと1つのSH2ドメインを含みます。このタンパク質の触媒機能は知られていませんが、受容体タンパク質チロシンキナーゼの制御に関与する様々なタンパク質に結合し、リクルートすることが示されています。これらの制御活性を介して、このタンパク質は細胞骨格の再編成に関与していると考えられています。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：チロシンリン酸化成長因子受容体またはその細胞基質に結合するアダプタータンパク質。 PP1による脱リン酸化を促進することで、EIF2S1のリン酸化を低レベルに維持する。,類似性：SH2ドメインを1つ含む。,類似性：SH3ドメインを1つ含む。,類似性：SH3ドメインを2つ含む。,類似性：SH3ドメインを3つ含む。,サブユニット：DOCK1、PINCH、TGFB1I1と相互作用する。PPP1R15B、PP1、NCK2を含む複合体の一部である。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	ErbB_HER;軸索ガイダンス;T_Cell_Receptor;病原性大腸菌感染;
	画像データ
	

	NCK2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

